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I はじめに
1991年4月末より 6月末まで家人の留学に伴いドイツ連邦共和国ミュンヘン市に滞在する機
会を得た。この時期はベルリンの壁もくずれ，前年10月に国家統ーされたばかりである。ここ
にドイツでの生活を報告するとともに，短い期間ではあるがドイツの学校保健に関して得られ
た資料をまとめていきたいと思う。
JI ミュンヘンの生活
ミュンヘンという街
ミュンへンは南ドイツに位置するバイエルン州の州都である。人口130万人，札幌市と姉妹
都市であることはよく知られている。 人口130万人の都市はヨーロッパの中でも大きな都市で
あり，近隣諸国やアジア，アメリカ，アフリカからも人々が集まっている。
ドイツというと九帳面な印象が強いが，その中にあってミュンヘンは比較的ゆるやかであり，
北ドイ ツに比べると自由な雰囲気がある。ミュンヘン人はFreieStadtと言って自慢している
が，他の地域のドイツ人の中にはこのややだらしのない雰囲気になじめない人もいる。しかし，
治安の良さ，必要な仕事は確実に遂行する人々に出合うとドイツにいることを実感する。国家
統ーについては，バイエルンはベルリンから離れているせいもあって，日本のマスコミが騒ぐ
ほど取りざたされてはいない。正直な気持ちは，やっかいな荷物（東独）をかかえ込むという
冷ややかなものであるらしい。
ミュンへン滞在中は語学学校（ゲーテ・インスティテュー卜）に通ったが，そこで様々な国
の人と知り合い共にドイツ語を学ぶことができた。同じクラスのメンバーは，ポーランド人，
イタリア人， スペイン人，イギリス人，アメリカ人，ルーマニア人，タイ人， ベトナム人であ
る。授業料は高いが，仕事を得るため，生活するため，自分の仕事のキャリアを積むため，そ
れぞれの思いで授業に参加し，必死に学んでいくのである。 他のヨーロッパの都市と同じよう
に経済力のあるミュンヘンに世界中から人々が集まっている様子がよくわかる。また逆に，ゲー
テ・イ ンスティテュー トで様々な国の人と出合うことにより，他の国のことや日本のことも学
ぶことができたように思う。
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2 衣・食・住
ミュンへンには中国人，韓国人，台湾人，ベトナム人等多くの東洋人がいるが，日本人は服
装で区別できるそうである。つまり良い品質のものを着ているのでわかるらしい。街を歩く人
を見ても，ショーウインドウを見ても，服装では今や日本の方が品質もよくすっきりとしゃれ
て見える。また，いつも同じ服を着ている人も時々見られ， ijJit装への関心が日本とは異なって
いるように思．える。
ドイ ツの食生活は以前から評判は良くない。特にバイエルンの料理は他の国の人からも良い
評価を得ていないようである。 しかし， 自治を大切にする ドイ ツではその風土から生まれた料
理をあまり気にせず口にしてきたのである。果物，野菜は日本ほど品数は多くないが，南欧か
ら入ってくるので安く手に入れることができる。肉料理には苦労した。牛肉も豚肉もなかなか
くさみが抜けず，日本にいる時と同じように料理したのでは食べられないものもでてくる。滞
在期聞が短かったため， ドイツに合った肉料理の工夫はできないままであった。ソーセージや
ハムは有名であるが，食品添加物の規制が強まってから ドイツのハム・ソーセージの塩味がき
つくなったという話もあり， 沢山は摂取することができない。近頃は若い人達の間で菜食主義
者が増えてきており，大学のメンザ（学生食堂）にも菜食主義者専用のメニューがある。舌の
敏感な人にはくさみのある肉や魚は食べにくく，自ずと菜食主義になったように思われる。
ドイツの生活と言えば『住jが中心となってくる。しかし ミュンへンの住宅事情は悪く， 50m'
程度の1LDKで1月1,500マルクー2,000マルク（約12-16万円）の家賃である。東京と同じ
か，買物の不便さ等を考えると東京以上に高い。国家統合以前から住宅難で，結婚しでも部屋
が見つからず，別居結婚を続けている人もいるとのこと。 しかし， ドイツ人の家庭を 2ヶ所程
訪ねる機会があったが，いずれもきれいに片付いており， 清潔 ・整頓はゆきとどいている印象
を受けた。
3 散歩をする人々
ミュンへンの街の中は午前も午後も老若男女歩いている人でいっぱいである。 買物をする人，
ウインドウショッ ピングをする人様々である。散歩をするのが生活の一部とも思われる。勤務
時間もシフト制で，早朝勤務の人，午後から勤務の人があり，働き盛りの男性が昼間の街を買
物袋をさげて歩く姿をよく見かける。日本のように男性社会と女性社会がはっきりと分れてい
るのはかえって異様なのかもしれない。
休日ともなれば街の中だけではなく，美術館や博物館の中を見てまわる。多くの美術館では
日曜日は入場無料となる。ミュンヘンで有名な博物館と言えばDeutchesMuseumがある。ド
イツが誇る18世紀から20世紀までの機械 （船や飛行機も含む）を集めたものであるが，パソコ
ンやワープロ等，便利さの中で生活している日本人から見るといかにも古めかしく見える。 し
かしドイ ツ人はこの機械の展示を見るのが大好きで，教師につれられた生徒，老夫婦，親子連
れ恋人同志が一日中この Museumの中で楽しそう に過ごす。 ドイ ツ人にとって Deutches
Museumはお金のかからないディズニーラン ドのようである。
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E 保健所訪問
ドイツにおける学校保健活動は保健所が担当していることを知り，保健所を訪問することに
した。今回の渡独に対し，看護関係，学校保健関係の機関と連絡をとることを試みたが，日本
看護協会ではドイツの看護協会との連携がないこと，また学校保健に関する具体的な機関がつ
かめないことから突然の訪問となった。訪問にあたり，服装を整え，信頼を得られるように努
めた。
ミュンヘン保健所はDachauerStr.にあり，中心部に近く，地下鉄でも路面電車でも出かけ
られる。保健サーピスの中心施設で、あるが，人の出入りは多いとは思われなかった。入口近く
の部屋が展示コーナーになっており， 妊娠中及び母子の健康管理に関する内容，青少年の薬物
中毒，アルコール中毒に関するパネル， AIDSに関するパネル，さらに Urlaub （長期休暇）
のシーズンをむかえる時期であったため，休暇中の健康上の注意を呼びかけたものが展示され
ていた。さらにそれらに関するパンフレッ 卜も多く作られ，持ち帰ることができるようになっ
ている。（写真1' 2参照）これらのパンフレッ卜は保健所だけではなく，街中の市の公共の
インフォメーションや他の公的機関にも用意されている。パンフレットはわかりやすく親しみ
のもてるものであるが，実際にはどれ位の人々がこれらを利用しているのかはわからない。
写真1 保健所のパンフレット（1) 写真2 保健所のパンフレット（2)
保健所の案内板に Schulgesundheitsdienst （学校保健業務）, Schulzahnarztlichedienst 
（学校歯科業務）があり，受付にことわり Schulgesundheitsdienstを訪ねた。あいにく Dr.
は不在であったが，秘書が応対してくれた。こちらの身分をあかし，服装と家人のドイツ語力
で何とか信頼は得られたようである。資料提供を依頼するとともに日本の実情を簡単に説明し
た。日本では各学校に養護教諭がおり（ドイツでは養護教諭に相当する職がなく， Kranken-
sch westerのような者，または英語のSchoolNurseと説明する。）健康管理にあたっているこ
とを説明すると非常に驚いていた。保健所の職員の人の意見では，それはやりすぎであると，
また ドイツ人の親はそれを望まないであろうとのことであった。実際にミュンスターにある ド
イツ人家庭を訪問した時に，話題が教育や労働時間に及んだことがあったが，その中で ドイツ
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では教育の責任は家庭にあること，また労働時間や学校にいる時間は日本に比べると短いがそ
の密度は濃いという話になった。ドイツの学校の開始時間は早く，朝8:00頃から始まりlg: 
00頃まで授業が行われる。その聞に1回軽い朝食（ Schulfrtihstiick ）の時聞がある。学校が
終わると家に帰り家族と昼食をとり，その後の時間は家族と過ごしたり家族の方針で音楽やス
ポーツその他を習わせるとのこと。 日本は学校にいる時間は一見長いように見えるが，ドイツ
は朝が早いため実際はそれ程短いわけではない。授業終了後は家庭の責任となる。学校にいる
聞に事故があった場合は家庭や医師に連絡をとる。健康診断については保健所が責任をもつこ
とになる。というわけで日本の養護教諭に相当する人はいないが，保健所が学校保健に関する
責任をもつことで， 2・3回保健所に足をはこび資料を受け取ることができた。学校保健担当
者はDr.med. Meyer ( Kinderarztin im Jungendgesundheitsdienst ）で明るい女医さんである。
N 公共機関における少年医の役割
保健所における少年医の業務を紹介し， ドイ ツにおける学校保健管理について述べてゆきた
いと思う。
公共の健康サービス機関における少年医の仕事は3つの領域にわかれている。
I 子供や青少年が関係する公共施設の衛生監視
I 健康管理 ：幼稚園，学校の集団検診，学校・両親・子供からの健康上の質問に対する助
言，健康教育への協力
国 学校医から提出された証明書の鑑定
Iについては，幼稚園 ・学校だけではなく，子供の関係する私立 ・公立を含めたすべての公
共施設（乳児院，生徒宿舎， 実習生寮，休暇施設等）に対する衛生管理が行われる。健康的な
観点からの建物の規定，またそこに働く職員を含めた感染症予防について述べられている。
E健康管理では，妊婦・乳児 ・3歳までの幼児については母親相談で対応している。それ以
後の幼児については少年医が担当し，州政府の「幼稚園における健康管理」に従って行ってい
る。学校保健管理はバイエルン州の教育と健康の法律に基づいて行っているが，既略は以下の
通りである。
1.学校保健管理は保健所職員と学校，保護者と連携して行われる。
2.生徒は健康管理上及びその他の目的で検診が義務づけられている。
3.保健所職員は健康管理の際に出てくる生徒や養育に関する資料 ・デー タを責任をもって保
管する。さらに学校経営にそれらを示し，必要な指摘を行う。
4.健康管理の施行規則は関係官庁と共同で行われる。
具体的な活動内容を以下に示す。
a，保健所の業務
1 ）学校検診を行い， 発育 ・発達 ・学校適応 ・健康障害をみる。これらの問題について学校・
両親・教師への相談・助言を行う。
2）健康教育：生徒や教師，親に健康問題についての特別な情報を与える。
3 ）学校医の診察による証明書の提出。
b.学校医と学校の調整
1 ）健康診断用の部屋の準備。
2）健康診断の日程の調整。
3）健康用紙の記入。親への質問紙の引渡し。
c.健康診断
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1 ）入学前の適切な時期に学校適応力の観点から行われる。（入学適性又は入学前検診）さ
らに適切な支援措置がなされる。
2) 2年目のクラス：以前の所見を審査し，健康問題を解明する。
3) 5年目のクラス ：姿勢の障害と視覚障害に重点を置く。
4 ) 9年目のクラス：その他を目的とした検診が行われる。（ツベルクリンテス トなど）
検診を拒否した場合は個人医で検診を受けることができる。その際，学校医へ所見を提出す
る。
d.体育の授業への関与
1 ）身体的に問題がある場合は，個人医の申し立てにより体育実技が免除されることがある。
2）申請に基づき，スポーツドクターに学校医の所見の情報を与える。専門のスポーツに対
し，耐えうる能力を有するか判断するため。
3）学童の体操の授業について提案する。
e.文書と情報
1 ）所見は健康記録にのこされる。
2）質問用紙は転記した後，焼却文は処分をする。
3）健康カルテは学校医文は補助者だけがアプローチすることができ，他の人は近づけない。
4）学校がかわった場合は健康記録は医療上必要がでてきた時に所轄の保健所にわたす。
5 ）統計的処理は保健所が行う。
6）両親はその所見について必要な場合はアドパイスを受けられる。
7）医者としての黙秘義務，管理者としての黙秘に関する規定は尊重されなければならない。
仁 学校委員会における学校医の役割
学校にはPTA役員による学校検討会があり，その中で学校医は鑑定意見をのベる。
Eの証明書についてはすべての学校に適用となり，以下の場合に発行される，①病気のため
の授業欠席（10日以上）， ②身体的障害による体育やその他実技的科目の免除，③病気による
Abitur及び卒業試験の欠席，④長期欠席に関わる措置， ⑤専門スポーツの能力クラスへの選抜，
⑥特殊学校への入学の場合である。従来これらの証明書は保健所の医師が責任を持ってきたが，
一般医の証明も認める方向になってきている。
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以上が少年医と保健所職員の職務内容である。基本的には日本と同じように学校における健
康管理がなされていると考えられるが，仕事の中心となるのが保健所の医師と保健所職員とい
うことになる。
V おわりに
以上， ドイツにおける学校保健管理のあり方を保健所の資料より引き出してみたが，筆者の
語学力不足により不十分なことは否めない。ドイツ滞在中及び帰国後もドイツの学校経験のあ
る親や子供に学校での健康管理について尋ねてみたが，ほとんどおぼえていないのが事実で
あった。日本のような保健室は存在せず，母子保健と同じように保健所が管理してゆくという
ことであった。妊婦，乳児，学童，青少年の健康管理を一貫して保健所が行うことは明解であ
ることに見える。そうしてみると ドイツに比べて日本の学校は随分多くの役割を受け持ってい
ると思わずにいられない。それだけ日本の学校は地域社会の中心としての活動を期待されてい
るのであろうか。学校保健管理のシステムの違いはあっても， 学童 ・青少年期の健康管理は大
切であり，日本はそうとうきめ細く行っていることを再認識させられた。
今回は学校保健管理の行われている場所，内容についてのみ確認できたが，さらにドイツを
訪ねる機会があったなら，学校保健に関係するマンパワー，特に看護職の役割について確認し
てゆきたいと思う。ただし，ドイツでは医師の権限が強く，保健所の少年医の職務を知ること
が，学校保健について知る近道であったと，思う。
帰国後一年経過したが，逆に ドイツ人を家に迎えることも何回か経験した。健康管理のシス
テムが異なっていても，それぞれの個人が健康で安全である工夫はなされているのである。ド
イツにいる外国人の健康審査では，滞在延長時に大変くわしい健康診断（エイズ等の血液検査
を含む）が行われており，外国人に対する健康管理もよく行われていることがわかる。また外
国人に対する教育， トルコ人，ギリシャ人の子供に対する教育ではドイツがお金を出して行っ
ていることも実際に見聞きし，健康管理や教育の問題は共に住む外国人も含めて一緒に考えて
いかなければならないと思うこの頃である。不十分ではあるが， ドイ ツに滞在する機会を与え
て下さった大学側に感謝し報告を終える。
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